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1 施策優先度 
 

（1）施策優先度設定の考え方 

ア 対象とする施策 

この方針では、優先度設定の対象とする施策は、「北海道総合計画（2021 改訂版）」の政策展開の

基本方向に示している取組のうち、社会資本整備に関連するものを取りまとめ、これまでの「新・ほ

っかいどう社会資本整備の重点化方針（H29.3）」の施策を参考にしながら整理した 59の施策として

います。（別表 1） 

なお、維持管理や長寿命化、災害復旧などは、最優先に取り組むべきものであることから、優先度

設定の対象としていません。 

 

 イ 施策優先度の区分 

・ 施策優先度は、全道的な観点からの「全道優先度」と各連携地域における「地域優先度」を併せて

設定しています。なお「全道優先度」と「地域優先度」の意味合いや活用は同じ取扱いとしています。 

 ・ 施策優先度は、次のとおり、Ａ、Ｂ1、Ｂ2、Ｃの 4つのグループに区分しています。 
 

グループＡ ：早期の効果発現を目指し優先的に取り組む施策 

グループＢ1：優先的に取り組む施策 

グループＢ2：計画的・段階的に取り組む施策 

グループＣ ：既存ストック※の有効活用などを中心に取り組む施策 

 

【施策優先度決定までの流れ】 

    「施策優先度」の設定は、次のようなプロセスを経て行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）全道優先度 

当面実施する必要性の高い施策を明らかにするため、「いつまでも元気で心豊かに安心して暮らす地

域づくり」や「本道の強みを活かし持続的な経済成長を実現する地域づくり」、「人と地域を支える基盤

づくり」といった 3つの「重視すべき視点」に加え、一層の「選択と集中」の観点に立って、時間の視

点である「緊急性」、効果の視点である「波及性」の 2つの視点を設定し、これらの 3つの視点により

全道的な観点から施策優先度を設定しています。 

さらに、「北海道総合計画（2021 改訂版）」の重点戦略計画※との整合についても検証しています。 

  

素　案 原　案 案

総合
計画

社会資本
の施策

重視す
べき視点

緊急性 波及性
全
道

全
道

道
南

～
道
央

全
道

道
南

～
道
央

政策1 施策1 ○ ○ ○ Ａ Ａ Ａ

政策2 施策2 ○ ○ B１ B１ B１

施策3 ○ ○ B２ B２ B１ B１

～ 施策4 ○ Ｃ Ｃ B２ Ｃ B２

～ ○ ○ B１ B１ B１

政策52 ～ ○ ○ B２ B２ B１ B２ Ｂ１

政策53 施策57 ○ Ｃ Ｃ Ｃ

施
策
優
先
度

（
方
針
決
定

）

道民意向等の把握（道民ニーズ調査等の分析、市町村等からの意見聴取、パブリックコメント、関係団体に対するアンケート調査）

施

策

優

先

度

の

設

定

施

策

優

先

度

の

設

定

全
道
優
先
度
の
設
定

地
域
優
先
度
の
設
定
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ア 優先度設定の視点 

ａ 重視すべき視点 

「基本方針」編で示した「重視すべき視点」の「いつまでも元気で心豊かに安心して暮らす地域づく

り」や「本道の強みを活かし持続的な経済成長を実現する地域づくり」、「人と地域を支える基盤づく

り」に沿って、実施されるかどうか。 

【具体的判断基準】 

「基本方針」編で示した次の重視すべき視点に立った政策の柱（6つの柱）のいずれかに位置付けら

れること。 

    ① 豊かな自然環境の保全と安全・安心な環境づくり 

   ② 強靱な北海道づくりとバックアップ機能の発揮 

   ③ 農林水産業の持続的な成長 

   ④ 地域の特色を活かした産業の活性化 

   ⑤ グローバル化に対応した活力ある社会の構築 

     ⑥ 持続可能な社会・経済を支える社会資本の整備 

 

ｂ 緊急性（時間の視点） 

すでに明らかな課題や近い将来予想される課題の解消に向け、緊急に実施する必要があるかどうか。 

【具体的判断基準】 

（ａ）対象期間内に実施しないと効果が出ない、又は損失が大きいこと。 

 ① 対象期間内に取り組むべき重要な施策で、先送りをした場合、他の施策と時期を調整する必要な

どから、効果の発現が妨げられる、又は経済波及効果などの観点から、本道にとって著しい損失が

見込まれる。 

  ②  対象期間内に当該施策に取り組んだ場合、コスト縮減効果が見込まれる。 

（ｂ）直面する課題の解決や近い将来予想されるリスクの回避のため、緊急的な対応が社会的に要請さ

れていること。 

①  人口減少、少子化、超高齢社会への対応 

  ②  食料自給率の低迷、ゼロカーボン北海道※の実現、国土の脆弱性の克服など新たな国づくりへの

貢献 

  ③  道民の生命や生活に影響を及ぼすような、差し迫った課題への対応 

  ④ デジタル・トランスフォーメーション※の推進による産業活動などの課題解決 

 

ｃ 波及性（効果の視点） 

   施策の効果が幅広い分野や地域に波及し、大きな効果が得られるかどうか。 

 【具体的判断基準】 

（ａ）本道の持つ食や観光、自然環境といった優位性の拡大を効果的に推進すること。 

（ｂ）直接的・間接的効果が他産業、他分野、他地域（道外を含む）に波及し、「北海道総合計画（2021

改訂版）」に掲げられている指標の進捗や本道経済の活性化、道民生活の利便性の飛躍的な向上、

我が国全体のリスク低減等に大きく貢献するなど、総合的な効果の広がりが見込まれること。 
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イ 施策優先度設定の仕組み 

      次のフローにより４つのグループに区分しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北海道総合計画（2021改訂版）
に基づき整理した

社会資本整備の施策

a重視すべき視
点に該当するか

重視すべき視点
に該当する施策

その他の施策

b緊急性に該当
するか

b緊急性、C波及性
の両方に該当するか

c波及性に該当
するか

C波及性に該当
するか

グループＡ

グループＢ２

グループＢ１

グループＣ

グループＢ２

グループＣ

ＹＥＳ
ＮＯ
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（3）地域優先度 

各連携地域において、地域に根ざした政策展開を図るため、市町村等の意向も取り入れながら、地

域の実情に沿った、地域における施策優先度を設定しています。 

 

ア 政策展開方針の反映 

    連携地域ごとに策定される「連携地域別政策展開方針」との整合を図っています。 

 

イ 市町村等の意向の反映 

市町村等に対して意見照会を行うことにより、地域の意向も取り入れながら、地域優先度を設定

しています。 

 

（4）道民意向の反映 

「全道優先度」、「地域優先度」の設定の過程においては、市町村等からの意見聴取や、「新しい北

海道総合計画策定等に係る道民意向調査（平成 27年度）」の分析、「平成 28年度道民意識調査」の結

果等により、道民意向の反映に努めています。 

 

（5）施策優先度の設定結果 

「全道優先度」及び「地域優先度」について、別表 1のとおり設定しています。 

   なお、施策優先度の設定に当たっては、 

・ 法令、政府方針、条例で実施時期が外部的に規定され、特に緊急性の高い施策として認められ

るもの 

・ 国際条約などに関連し、国家的な重要課題と位置づけられている施策として認められるもの 

なども含め、総合的に勘案して設定しています。 

 

（6）施策優先度の活用 

「施策優先度」については、毎年度の国費予算要望の重点化や道の予算編成における関係予算にも

反映させるほか、「事業優先度」を設定する際に活用します。 
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2 事業優先度 

 

（1）事業優先度設定の考え方 

ア 対象とする事業 

この方針では、優先度設定の対象とする事業は、道が事業主体として、社会資本を直接整備するも

のとしています。ただし、維持管理や長寿命化など次の事業については設定の対象としていません。 

 補助・交付金事業のうち 

・施設の機能を保全するための維持管理や長寿命化などに係る事業 

 道単独事業＊のうち、 

・災害への対応や地域の実情に応じて緊急的に実施する事業 

・施設の機能を保全するための維持管理に係る事業 

・公共事業等に係る事前調査 

・施設等建設事業 

＊道単独事業 

国庫補助の対象とならない地方債を活用した道路や街路の整備、道単独の道路及び河川の清掃、草

刈、道立施設の整備等、道が単独で実施する社会資本整備のための事業等 

 

イ 事業優先度の区分 

事業ごとに設定する「事業優先度」は、次のとおり「Ⅰ」、「Ⅱ」、「Ⅲ」の 3つのグループに区分し

ています。 

・ グループⅠ：早期効果発現を目指し優先的に進める事業 

・ グループⅡ：計画どおりに進める事業や新規に取り組む事業 

・ グループⅢ：予算との調整により、その都度優先度を検討する事業 

 

ウ 事業優先度設定の仕組み 

「事業優先度」については、「施策優先度」と「事業のランク」を次のとおり組み合わせて、設定

します。 

【施策優先度と事業のランクの組み合わせ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、「グループⅠ」の事業であっても、他の優先的に進める事業との調整やその他特殊事情

によるものはこの限りではありません。 

ランク１ ランク２

Ａ

Ｂ１ Ⅰ Ⅱ

Ｂ２ Ⅱ Ⅲ

Ｃ Ⅲ

事業のランク

施
策
優
先
度

Ⅰ
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（2）事業のランクの考え方 

ア 事業のランクの設定 

「事業のランク」は、事業ごとに、地域重視、政策重視、事業効果の 3つの視点により、効果等の

高いものを「ランク 1」、低いものを「ランク 2」とする 2段階に区分し、設定します。 

 

イ 事業のランクの基本的な視点 

 

① 地域重視の視点 

   ・ 「連携地域別政策展開方針」における地域重点プロジェクトへの位置づけが明確なもの 

   ・ 「地域づくり連携会議」等の議論を反映する上で必要不可欠なもの 

    ・ 地域からの政策提案などを実現する上で必要不可欠なもの 

 

 

② 政策重視の視点 

    ・ 国や道の重点政策などにおける位置づけが明確なもの 

    ・ 「北海道総合計画（2021改訂版）」の特定分野別計画を推進する上で、特に貢献度の高い 

もの 

 

 

③  事業効果の視点 

    ・ 「北海道総合計画（2021改訂版）」の指標の進捗に対する貢献度の高いもの 

・ 脱炭素化※、デジタル化を推進する上で、特に事業効果の大きいもの 

    ・ 施策の目的を達成する上で、特に事業効果の大きいもの 

    ・ 事業間連携などによる事業効果の早期発現や効果的・効率的な事業の実施が可能なもの 

（直轄・補助の連携、ハード・ソフトとの連携 等） 

・ 平常時、災害時の両面において利活用できるなど多目的、多機能を有しているもの 
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ウ 事業のランクの区分 

「事業のランク」は、イの基本的な視点から設定します。 

 

・ ランク 1：「地域重視の視点」又は「政策重視の視点」に該当し、 

かつ、「事業効果の視点」に該当するもの 

・ ランク 2：上記以外のもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）事業優先度の設定結果 

      （1）及び（2）の考え方に基づき、事業の目的や効果等が同じものを類型別（個別事業の集まり）

に整理した「事業優先度設定の手引き」を策定し、関連する施策や事業のランクの具体的判断基準な

どを示します。 

 

 

（4）事業優先度の活用 

      「事業優先度」については、毎年度の事業執行に当たり、必要性・優先性の高い事業に予算を振り

向ける手立てとして活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道が事業主体

の事業

「地域重視の視点」

又は

「政策重視の視点」

に該当するか

「事業効果の視点」

に該当するか
ランク１

ランク２

事業のランク設定のフロー

凡 例

ＹＥＳ

Ｎ Ｏ
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 （
別
表
１
）
　
【
参
考
】
分
野
別
、
グ
ル
ー
プ
別
集
計
表
～
全
道
優
先
度

分
　
　
　
野

早
期
の
効
果
発
現
を
目
指
し

優
先
的
に
取
り
組
む
施
策

「
グ
ル
ー
プ
Ａ
」

（
２
１
施
策
）

優
先
的
に
取
り
組
む
施
策

「
グ
ル
ー
プ
Ｂ
１
」

（
１
２
施
策
）

計
画
的
・
段
階
的
に
取
り
組
む
施
策

「
グ
ル
ー
プ
Ｂ
２
」

（
１
８
施
策
）

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
な
ど
を

中
心
に
取
り
組
む
施
策

「
グ
ル
ー
プ
Ｃ
」

（
８
施
策
）

生
活

基
盤

防
災
施
設
の
整
備
や
防
災
拠
点
と
な
る
建
築
物
の

耐
震
化
(1
0
8
)、

北
方
領
土
隣
接
地
域
の
振
興
(1
0
9
)、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
活
用
と
送
電
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
(1
1
1
)

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
公
営
住
宅
や
公
園
の

整
備
(1
0
1
)

街
並
み
環
境
の
整
備
や
市
街
地
再
開
発
の
促
進

(1
0
3
)、

下
水
道
や
環
境
に
配
慮
し
た
公
営
住
宅
の
整
備

(1
0
6
)

利
水
ダ
ム
の
整
備
(1
1
0
)

保
健
・
医
療
・
福
祉
基
盤

子
育
て
支
援
住
宅
や
保
育
所
の
整
備
(2
0
2
)、

災
害
拠
点
病
院
の
整
備
(2
0
5
(2
))

社
会
福
祉
施
設
の
整
備
(2
0
1
)、

小
児
医
療
・
周
産
期
医
療
施
設
の
整
備

(2
0
3
(1
))
、

小
児
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
整
備
(2
0
3
(2
))
、

救
急
医
療
施
設
の
整
備
(2
0
5
(1
))

地
域
の
た
め
の
医
療
施
設
の
整
備
(2
0
4
)

農
林

水
産

基
盤

農
地
や
農
業
用
施
設
の
整
備
(3
0
2
)、

増
養
殖
施
設
の
整
備
(3
0
5
)、

漁
港
や
漁
場
の
整
備
(3
0
8
)

農
地
防
災
施
設
の
整
備
(3
0
3
)

農
業
生
産
施
設
や
加
工
施
設
の
整
備
(3
0
1
(1
))
、

荷
さ
ば
き
施
設
な
ど
水
産
施
設
の
整
備
(3
0
1
(2
))
、

林
業
生
産
施
設
や
加
工
施
設
の
整
備
(3
0
1
(3
))
、

水
産
加
工
処
理
施
設
の
整
備
(3
0
7
)

農
道
の
整
備
(3
0
4
)、

漁
港
内
の
防
風
・
防
雪
柵
な
ど
施
設
の
整
備

(3
0
6
)

環
境

基
盤

廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
(4
0
1
)、

森
林
の
整
備
・
保
全
(4
0
5
)

家
畜
ふ
ん
尿
処
理
施
設
の
整
備
(4
0
2
)、

漁
業
系
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
施
設
の
整
備

(4
0
3
)、

水
辺
環
境
の
整
備
・
保
全
(4
0
4
)、

自
然
公
園
の
整
備
(4
0
8
)

良
好
な
水
辺
空
間
や
緑
地
な
ど
の
整
備
(4
0
7
)

観
光

基
盤

安
心
で
快
適
な
旅
が
で
き
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
(5
0
2
)

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
関
連
施
設
の

整
備
(5
0
1
)、

自
然
を
活
用
し
た
観
光
地
づ
く
り
の
促
進
(5
0
3
)

高
度
情
報
通
信
基
盤

５
G
普
及
の
た
め
の
基
盤
整
備
(6
0
3
)、

光
海
底
通
信
ケ
ー
ブ
ル
等
の
整
備
(6
0
4
)

道
内
の
光
フ
ァ
イ
バ
等
の
整
備
(6
0
2
)

交
通

基
盤

新
千
歳
空
港
の
機
能
強
化
(7
0
1
)、

新
幹
線
整
備
と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

(7
0
3
)、

高
規
格
道
路
の
整
備
(7
0
6
)、

物
流
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
(7
0
7
)、

避
難
路
や
緊
急
輸
送
道
路
の
整
備
(7
1
0
)

地
方
空
港
の
機
能
向
上
(7
0
2
)、

交
通
安
全
施
設
の
整
備
(7
0
9
)、

生
活
道
路
の
小
規
模
な
改
良
(7
1
1
)、

冬
期
の
道
路
交
通
の
確
保
(7
1
2
)

国
際
的
な
海
上
輸
送
拠
点
の
整
備
(7
0
4
)、

国
内
海
上
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
(7
0
5
)、

産
業
拠
点
の
整
備
(7
0
8
)、

バ
イ
パ
ス
な
ど
都
市
内
の
道
路
の
整
備
(7
1
3
)

国
土

保
全

基
盤

治
水
・
砂
防
・
海
岸
や
避
難
施
設
な
ど
の
整
備

(8
0
1
)、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
や
避
難
計
画
の
策
定
な
ど

防
災
体
制
の
強
化
(8
0
3
)

治
山
ダ
ム
や
保
安
林
の
整
備
(8
0
2
)

教
育
・
文
化
基
盤

ア
イ
ヌ
文
化
の
保
存
振
興
(9
0
5
)

公
立
学
校
施
設
の
整
備
(9
0
1
)

私
立
学
校
の
改
築
の
支
援
(9
0
2
)、

体
育
施
設
の
整
備
(9
0
3
)、

地
域
大
学
の
整
備
の
支
援
(9
0
4
)、

北
海
道
文
化
の
伝
承
の
た
め
の
整
備
(9
0
6
)

※
1
：
分
野
毎
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
施
策
名
及
び
施
策
の
概
要
か
ら
主
な
施
設
整
備
を
記
載
し
て
い
る
。

※
2
：
括
弧
内
の
数
字
は
施
策
番
号
を
示
す
。
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